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「特別の教科 道徳」の実施に向けて 

１  はじめに 

 １ 指導計画の作成 

 ２ 道徳科における評価 

（１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画 
        及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

（２）具体的な作成の手順、工夫 

（１）評価の意義、基本的態度 

（２）評価の在り方、視点、工夫 



２ １ 指導計画の作成 



 第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教
育の目標に基づき、よりよく生きるための基
盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値に
ついての理解を基に、自己を見つめ、物事を
（広い視野から）多面的・多角的に考え、自
己の（人間としての）生き方についての考え
を深める学習を通して、道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度を育てる。 

  道徳科の目標 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第３章 特別の教科 道徳 第１＞ 

３  １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 

※中学校においては、（ ）内の表現を加えて読む。 



道徳教育の全体計画 
 道徳教育の全体計画は、学校における道徳教
育の基本的な方針を示すとともに、学校の教育
活動全体を通して、道徳教育の目標を達成する
ための方策を総合的に示した教育計画 

 道徳教育の全体計画の作成に当たっては、児童や学校、
地域の実態を考慮して、学校の道徳教育の重点目標を設定
するとともに、道徳科の指導方針、第３章特別の教科道徳
の第２に示す内容との関連を踏まえた各教科、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活動における指導の内容及び
時期並びに家庭や地域社会との連携の方法を示すこと。 

４ 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第１章 総則 第６の１の後段＞ 

 １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 

※中学校においては「児童」を「生徒」と読み替える。（以下のページ同様） 

※下線部は、小学校のみの表記 



５ 

道徳教育の全体計画（例） 学校の教育目標 

各学年の重点目標 

別葉で 

指導の内容・時期 

地域・保護者、 
子どもの願い・実態 

各教科、外国語活動、
総合的な学習の時間、
特別活動における指
導の方針 

法的根拠 

道徳教育の重点目標 

教職員の願い 

道徳科の 
指導方針 

生徒指導、特色ある
教育活動、豊かな体
験活動、環境整備、
家庭・地域との連携
における指導の方針 

小学校及び中学校道徳担当指導主事等連絡協議会（平成29年７月12日）資料より 

 １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 



道徳教育全体計画の別葉 
 全体計画を一覧表にして示す場合は、必要な各
事項について文章化したり具体化したりしたもの
を加えるなどの工夫が望まれる。例えば、各教科
等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期
を整理したもの、道徳教育に関わる体験活動や実
践活動の時期等が一覧できるもの、道徳教育の推
進体制や家庭や地域社会等との連携のための活動
等が分かるものを別葉にして加えるなどして、年
間を通して具体的に活用しやすいものとすること
が考えられる。 

６ 

＜小、中学校学習指導要領解説総則編（平成29年６月、７月）第３章第６節１(2)イ(ｲ)＞ 

 １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 



７ 

道徳教育の全体計画 別葉（例） 

内
容
項
目 

各教科等 

単
元
等 

小学校及び中学校道徳担当指導主事等連絡協議会（平成29年７月12日）資料より 

 １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 



年間指導計画 
 年間指導計画は、道徳科の指導が、道徳教育の全体計画
に基づき、（各教科等の年間指導計画との関連をもちなが
ら、）児童の発達の段階に即して計画的、発展的に行われ
るように組織された全学年にわたる年間の指導計画である。
具体的には、道徳科において指導しようとする内容につい
て、（学校独自の重点内容項目や）児童の実態や多様な指
導方法等を考慮して、学年段階に応じた（学年ごとに）主
題を構成し、この主題を年間にわたって適切に位置付け、
配列し、学習指導過程等を示すなど、授業を円滑に行うこ
とができるようにするの（示したもの）である。  

＜小、中学校学習指導要領解説特別の教科 道徳編（平成29年６、７月） 第４章第１節２(1)＞ 

８  １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 

※中学校においては、（ ）内の表現を加えたり、下線部を（ ）内の表現と置 
 き換えたりして読む。 



９ 

道徳科の年間指導計画（例） 

ねらい 

学習指導過程 

主題名 内容項目 

主題構成の
理由 他の教育活動との

関連 

回・月・週 学年の基本方針 

教材名・出典 

 １ 指導計画の作成 （１）道徳科の目標を実現するための道徳教育の全体計画及びその別葉、道徳科の年間指導計画の概要 

 



自校の 

道徳教育推進上の 

課題は何か 

１０ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



自校の道徳教育をチェック 

□全教育活動を通じて行う道徳教育での指導が 

  できているか。 

□週１回の道徳科（道徳の時間）の授業が確実 

   に行われ、機能しているか。 

□子どもたちのよさを認め、励ます評価ができて 

   いるか。 

１１ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



道徳教育を充実させるには 

   学校が主体的に子どもや地域の実態な
ど様々な事項を的確に把握し、育てたい
子ども像を明確にして目標を設定し、計
画を立て、教職員が共通理解、共通実践
できるようにする。 

１２ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

・ 



学校の教育目標の具現化 

  学校の教育目標の具現化を図る
ためにも、子どもの実態と、保護
者や地域の人々の願い、教職員の
願い等を踏まえて、全教育活動を
通して目指す子どもの姿をより具
体的に設定する。 

１３ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



校長の方針 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

◆思いやりの気持ちをもって、みんなと仲良くできる子 

◆夢や目標に向かって、粘り強く努力できる子 

 学校の教育目標の具現化を図るためにも、
全教育活動を、この目指す子ども像と関連さ
せて取り組んで行きましょう。 

 これが校長先生の方針ですね。 

１４ 

校長先生 

道徳教育推進教師 

１ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



全教育活動を通じて行う道徳教育 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

◆思いやりの気持ちをもって、みんなと仲良くできる子 

◆夢や目標に向かって、粘り強く努力できる子 

 これらの子ども像に関連
の深い内容項目を洗い出し
てみましょう。 

   全ての学期に必ず一度は、これらの内

容項目に関連する授業を行うことにしま
せんか。 

   道徳科の授業以外でも、この内容項

目に関わりがある教科や行事などがあ
りますよ。各学年ごとに洗い出してみ
ましょう。 

１５ 

【教職員による、道徳教育推進
のための協議の例】 

１ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



指導計画の作成 

   内容項目に関わる教育活動が一目で分かる計画を作成

して、よく目にするところに掲示しておくと、道徳科の
授業と他の教育活動との関連を図りながら効果的に子ど
もたちの道徳性を養うことができそうね。 

 学校の重点内容項目の配列を工夫し
て、重点的に指導していくことにしよう。
年間指導計画の主題の配列も工夫する
ことにしよう。 

道徳教育の全体計画の別葉の作成 

道徳科の年間指導計画の作成 

１６ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



全体計画の別葉の作成例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

内容項目 国語 算数 ・・・ 学校行事 ・・・ 

・・・ ・・・ ・・・ 

礼儀 お願いやお礼の
手紙を書こう 

入学式（４月） 
卒業式（３月） 

・・・ ・・・ ・・・ 

規則の尊重 図書館へ行こう 角の大きさ 運動会（５月） 
校外学習（９月） 

・・・ ・・・ ・・・ 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 

【小学校第４学年の例】 

１７ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



全体計画の別葉の作成例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

内容項目 国語 算数 ・・・ 学校行事 ・・・ 

・・・ ・・・ ・・・ 

礼儀 お願いやお礼の
手紙を書こう 

入学式（４月） 
卒業式（３月） 

・・・ ・・・ ・・・ 

規則の尊重 図書館へ行こう 角の大きさ 運動会（５月） 
校外学習（９月） 

・・・ ・・・ ・・・ 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］ ［Ｃ 規則の尊重］ 

【小学校第４学年の例】 

１８ 

   重点内容項目から全体計画の別葉を作成

しました。 
 例えば、目指す子ども像が「笑顔であい
さつができ、約束や決まりが守れる子」で
あれば、内容項目の［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規
則の尊重］が関わるので、これを学校の重
点内容項目としました。 
 縦軸に内容項目、横軸に教科等、学校行
事を入れ、各教科等、学校行事が重点内容
項目とどのように関わるのかを示していま
す。 
  

１ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



年間指導計画の作成例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 
【全学年】 

 目指す子ども像が「笑顔であいさつができ、約束や 
決まりが守れる子」であれば、道徳科の授業を要とし
て、特に１学期に重点的に取り組むことにしましょう。 

 先生方も、１
学期は「礼儀」
や「規則の尊
重」を意識して、
指導に当たり
ましょう。 

 私の全校朝会
の講話でも、あ
いさつやきまり
の大切さについ
て話をすること
にしよう。 

１９ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



指導計画作成上の配慮事項 
 各学校においては、道徳教育の全体計画に基づ
き、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及
び特別活動との関連を考慮しながら、道徳科の年
間指導計画を作成するものとする。なお、作成に
当たっては、第２に示す各学年段階の内容項目に
ついて、相当する各学年において全て取り上げる
こととする。その際、児童や学校の実態に応じ、
２（中学校は、３）学年間を見通した重点的な指
導や内容項目間の関連を密にした指導、一つの内
容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れるなど
の工夫を行うものとする。 

２０ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第３章 特別の教科 道徳 第３の１＞ 

※下線部は、小学校のみの表記 



内容項目の配当時間数の工夫例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 
視点 内容項目 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

Ａ 
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

真理の探究 １ １ １ １ １ １ 

Ｂ 

親切、思いやり ３ ３ ３ ２ ２ ２ 

感謝 ２ １ １ １ １ ２ 

礼儀 ３ ２ ３ ２ ３ ２ 

友情、信頼 ２ ２ １ ２ １ ２ 

相互理解、寛容 １ １ １ ２ ２ ２ 

Ｃ 
規則の尊重 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

合 計 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

２１ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



内容項目の配当時間数の工夫例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 
視点 内容項目 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

Ａ 
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

真理の探究 １ １ １ １ １ １ 

Ｂ 

親切、思いやり ３ ３ ３ ２ ２ ２ 

感謝 ２ １ １ １ １ ２ 

礼儀 ３ ２ ３ ２ ３ ２ 

友情、信頼 ２ ２ １ ２ １ ２ 

相互理解、寛容 １ １ １ ２ ２ ２ 

Ｃ 
規則の尊重 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

合 計 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

２２ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

  小学校においては、各学年の授業時間の合計

は第１学年が34時間、他の学年は35時間です。
各学年において、全ての内容項目を必ず学習し
なければなりません。 
 しかし、内容項目数は19～22項目ですから、
差の時間は、学校の重点内容項目を扱う時間と
し、時間数を増やし、工夫して配当することが
できます。 
 そこで、［Ｂ 礼儀］を低学年、中学年、高
学年において５時間ずつ、［Ｃ 規則の尊重］
を全ての学年において３時間ずつ学習する、と
いうように配当時間数を工夫しました。 
  



主題配列の工夫例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 

学
期 

月 週 回 主題名 内容項目 教材名 
〈教科書以外の出典〉 

備
考 

１
学
期 

４
月 

１ １ １日の始まり Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

２ ２ 安全な生活 Ａ 節度、節制 ○○○○○ 

３ ３ きまりは何のために Ｃ 規則の尊重 ○○○○○ 

５
月 

１ ４ 権利と義務 Ｃ 規則の尊重 
○○○○○ 
〈○県 郷土資料集〉 

２ ５ 自他の生命の尊重 Ｄ 生命の尊さ 
○○○○○ 
〈「私たちの道徳」文科省〉 

３ ６ まごころの形 Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

４ ７ 長所と短所 Ａ 個性の伸長 ○○○○○ 

２３ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



主題配列の工夫例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

学
期 

月 週 回 主題名 内容項目 教材名 
〈教科書以外の出典〉 

備
考 

１
学
期 

４
月 

１ １ １日の始まり Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

２ ２ 安全な生活 Ａ 節度、節制 ○○○○○ 

３ ３ きまりは何のために Ｃ 規則の尊重 ○○○○○ 

５
月 

１ ４ 権利と義務 Ｃ 規則の尊重 
○○○○○ 
〈○県 郷土資料集〉 

２ ５ 自他の生命の尊重 Ｄ 生命の尊さ 
○○○○○ 
〈「私たちの道徳」文科省〉 

３ ６ まごころの形 Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

４ ７ 長所と短所 Ａ 個性の伸長 ○○○○○ 

２４ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

  実際に配列していく際、例えば、［Ｂ 礼儀］の 

学習は、年度の早い時期、１学期の４月と５月に１
回ずつ、あまり間隔を置かずに行うことにし、［Ｃ 
規則の尊重］の学習は２週連続して行う、というよ
うに主題の配列を工夫しました。 
  

重点内容項目［Ｂ 礼儀］［Ｃ 規則の尊重］ 



主題配列の工夫例 
◆笑顔であいさつができ、約束や決まりが守れる子 

重点内容項目［Ｂ 礼儀］ ［Ｃ 規則の尊重］ 

学
期 

月 週 回 主題名 内容項目 教材名 
〈教科書以外の出典〉 

備
考 

１
学
期 

４
月 

１ １ １日の始まり Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

２ ２ 安全な生活 Ａ 節度、節制 ○○○○○ 

３ ３ きまりは何のために Ｃ 規則の尊重 ○○○○○ 

５
月 

１ ４ 権利と義務 Ｃ 規則の尊重 
○○○○○ 
〈○県 郷土資料集〉 

２ ５ 自他の生命の尊重 Ｄ 生命の尊さ 
○○○○○ 
〈「私たちの道徳」文科省〉 

３ ６ まごころの形 Ｂ 礼儀 ○○○○○ 

４ ７ 長所と短所 Ａ 個性の伸長 ○○○○○ 

２５ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

  検定教科書が採択されていますので、

主にこれを使うことが前提ですが、子ど
もたちの実態等に応じて、地域教材や、
これまで活用してきた教材を補助教材と
して取り入れています。  



補助教材使用時の留意点 

 教科用図書以外の教材を選定する場合には、児
童の発達の段階に即し、ねらいを達成するのにふ
さわしいものであり、多様な見方や考え方で深く
考えることができるものなど、児童の道徳性を養
うという観点から考えて、より大きな効果を期待
できるという判断を前提として検討することが重
要である。 

 補助教材を使用することにより、指導する内容
項目に漏れがないかを確認する必要がある。 

２６ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 



目指す子ども像の
重点 

重点内容項目 家庭や地域社会との
連携 

１学期 
笑顔であいさつが
でき、約束やきまり
が守れる子 

Ｂ礼儀 
Ｃ規則の尊重 

子どもと地域のあい
さつ運動 
交通安全指導 等 

２学期 
思いやりの気持ち
をもって、みんなと
仲良くできる子 

Ｂ親切、思いやり 

Ｃよりよい学校生活、
集団生活の充実 

地域の敬老会への
参加 
福祉施設訪問 
道徳の授業公開 等 

３学期 
夢や目標に向かっ
て、粘り強く努力で
きる子 

Ａ希望と勇気、努力と
強い意志 
Ｄよりよく生きる喜び 

職業体験 
夢を語る発表会 等 

積極的な情報発信による 
「社会に開かれた教育課程」の実現 

２７ １ 指導計画の作成 （２）具体的な作成の手順、工夫 

家庭や地域社会との連携の例 



２８ ２ 道徳科における評価 



道徳教育における評価の意義 

教 師 児童生徒 

 教師が指導の目的や計
画、指導方法の改善・充
実に取り組むための資料
となるもの 

 自らの成長を実感し、
意欲の向上につなげて
いくもの 

  指導に生かされ、児童生徒の成長につながる
評価でなくてはならない。 

指導と評価の一体化 

２９ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 



評価の意義 
 児童のよい点や進歩の状況などを積極的に
評価し、学習したことの意義や価値を実感で
きるようにすること。また、各教科等の目標
の実現に向けた学習状況を把握する観点から、
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通
しながら評価の場面や方法を工夫して、学習
の過程や成果を評価し、指導の改善や学習意
欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かす
ようにすること。 

３０ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第１章 総則 第３の２の(1)＞ 



評価の意義 

 創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼
性が高められるよう、組織的かつ計画的な
取組を推進するとともに、学年や学校段階
を越えて児童の学習の成果が円滑に継続さ
れるように工夫すること。 

３１ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第１章 総則 第３の２の(2)＞ 



道徳科の評価の基本的態度 

 道徳科は、道徳教育の目標に基づき、各教科、外国語活動、
総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教育と密接な
関連を図りながら、計画的、発展的な指導によって道徳性を
養うことがねらいである。 

 道徳性とは、人間としてよりよく生きようとする人格的特
性であり道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲及び態
度を諸様相とする内面的資質である。このような道徳性が養
われたか否かは、容易に判断できるものではない。 

 しかし、道徳性を養うことを学習活動として行う道徳科の
指導では、その学習状況や成長の様子を適切に把握し評価す
ることが求められる。 

３２ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 

＜小、中学校学習指導要領解説特別の教科 道徳編(平成29年６月、７月）第５章第２節＞ 

※下線部は、小学校のみの表記 



これまで行ってきた道徳教育の評価 

教育活動全体で見られた 
児童生徒の道徳的な行為の評価 

評価の公的な文書である「指導要録」の場合 

行動の記録 

総合所見及び指導上参考となる諸事情 

十分満足できる状況に
あると判断される場合
に○印を付ける評価 

◇基本的な生活習慣 
◇健康・体力の向上 
◇自主・自律 
◇責任感 
◇創意工夫 
◇思いやり・協力… 

児童生徒の成長の状況を総合的に捉え、記述する評価 

３３ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 



新たに加わる道徳科の評価 

道徳科の授業で見取る児童生徒の評価 

３４ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 

＜小、中学校学習指導要領（平成29年３月）第３章 特別の教科 道徳 第３の４＞ 

 児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子
を継続的に把握し、指導に生かすように努め
る必要がある。ただし、数値などによる評価
は行わないものとする。 



道徳教育と道徳科の評価 

教育活動全体で見られた 
児童生徒の道徳的な行為 

評価の公的な文書である「指導要録」の場合 

行動の記録 

総合所見及び指導上参考となる諸事情 

道徳教育 

新たな枠 

道徳科 
児童生徒の学習状況及び
道徳性に係る成長の様子 

３５ ２ 道徳科における評価 （１） 評価の意義、基本的態度 
 



道徳科の評価の在り方 
・数値による評価ではなく、記述式とすること 

・個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえ
た評価とすること 

 

・他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいか
に成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価
として行うこと 

 

・学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと
発展しているか、道徳的価値の理解を自分自身との関わりの
中で深めているかといった点を重視すること 

 

・発達障害等のある児童生徒が抱える学習上の困難さの状況等
を踏まえた指導及び評価上の配慮を行うこと 

 

・調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することの
ないようにすること 

 

３６ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



道徳科の授業における児童生徒の評価の視点 

授業では、児童生徒の
何を見取るべきなのか 

道徳科の本時のねらいとの関わり 

３７ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



３８ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 

小学校及び中学校道徳担当指導主事等連絡協議会（平成29年11月14日）資料より 



道徳科の授業における児童生徒の評価の視点 

これらの点を重視し、道徳科の学習活動に着目して評価する。 

道徳的諸価値の理解に基づく 
 
 
 
 
自己の（人間としての）生き方について考えを深める 

・児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか。 

・道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか。 

・ねらいとする道徳的価値について、道徳的な判断力等の諸様相が
育っているか。 

・ねらいとする道徳的価値が理解できたか。 

 評価するのは困難 

 理解させることを目的として評価する他の教科とは異なる。 

３９ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



□一面的な見方から多面的・多角的な見方へと 
  発展させているかどうか 

・道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠や
そのときの心情を様々な視点から捉え考えよう
としている 

 
・自分と違う立場や感じ方、考え方を理解しよう
としている 

 
・複数の道徳的価値の対立が生じる場面において
取り得る行動を多面的・多角的に考えようとし
ている 

                    など 

４０ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



□道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で 
  深めているかどうか 

・読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え、
自分なりに具体的にイメージして理解しようと
している 

  

・現在の自分自身を振り返り、自らの行動や考え
を見直していることがうかがえる部分に着目し
ている 

 
・道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他
者と議論する中で、道徳的価値の理解を更に深
めている 

 
・道徳的価値を実現することの難しさを自分のこ
ととして捉え、考えようとしている 

                    など 

４１ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



道徳科の授業における児童生徒の評価の視点 

授業では、 

どのように児童生徒を 

見取るべきなのか 

成長を受け止めて認め、励ます 

４２ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



道徳科における評価の例 

個人の目標に向けた学習状況ごとに横並びにして、 

突出したところをよさと認める 

学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握 

４３ ２ 道徳科における評価  （２） 評価の在り方、視点、工夫 



道徳科における評価の例 

学習状況を時間的に縦に並べて、進歩の状況を認める 

学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握 

４４ ２ 道徳科における評価 （２）評価の在り方、視点、工夫 



評価のための具体的な工夫例 

・児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画
的にファイルに蓄積したもの 

 
・児童生徒が道徳性を養っていく過程での児童生
徒自身のエピソードを累積したもの 

 
・作文やレポート、スピーチやプレゼンテーショ
ンなど具体的な学習の過程 

 
・児童生徒が行う自己評価や相互評価 等 

４５ ２ 道徳科における評価 （２）評価の在り方、視点、工夫 



組織的、計画的な評価の推進例 

・学年ごとに評価のために集める資料や評価方法
等を明確にしておく 

 
・評価結果について教師間で検討し評価の視点な
どについて共通理解を図ること 

 
・評価に関する実践事例を蓄積し共有すること 

妥当性 信頼性 自 信 負担感軽減 

４６ ２ 道徳科における評価 （２） 評価の在り方、視点、工夫 



これから特に配慮すべきこと 

 道徳的諸価値の理解を基に、自己を見つめ、
物事を（広い視野から）多面的・多角的に考
え、自己の（人間としての）生き方について
の考えを深める学習 

  このような児童生徒の評価ができる道徳科の学習
をしっかりと行っていかなければならない。 

４７ ２ 道徳科における評価 （２）評価の在り方、視点、工夫 

□一面的な見方から多面的・多角的な見方へと 
  発展させている 

□道徳的価値の理解を自分自身との関わり中で 
   深めている 



指導は、子どもが自らのよさや成長 
を実感できるようにするもの 
 
  評価は、子どもの成長を 
  願って行われるもの 
 
    子どもにとって  
    心の成長につながる 
    いちばんの評価は 
 
信頼できる先生に認められること 

４８  おわりに 


